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(Abstract) 
65 
The lower Triassic Shidaka formation of the Maizuru district is under1ain partly by the 
formation of Palaeozoic age and partly by the so幽cal1edKomori metamorphic complex consisting 
of biotite-schist， amphibolite and sheared granite. 
The basal sandstone of the Shidaka formation contains numerous rock fragments of 
granite derived directly from the base rock， and in addition， a number of vermicu1ite 宜akes.
The X-ray as wel1 as chemical analyses demonstrate that the vermiculite mineral belongs to 
the Mg-Al variety derived from weathered biotite. 
1n conc1usion， the occurrence of biotite岨OI・iginvermiculite from the Shidaka unconformity 
suggests the presence of the prふTriassiclands consisting of granite and schist rich in biotite. 
1n other words， the vermiculite represents the residual fossilィoiZdeposited on the weathered 
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した可能性が大きし志高不整合は， いわゆる “混合不整合 blended























試料審号 3，2， 1， Bは第2図と同じ. HC1:試料1の塩酸処理残澄 V:vermiculite， C: chlorite， 




第1表 (Ol)の強度比 (7A=lO) 比して著しく弱い緑泥石の性質に一致するのに反
し，試料1では 14A反射が7A反射の1.5倍
(Ol) 14 7 4.7 3.56 2.84 
(ときに2 になっている司 2， 3でもこ





そのほかどの試料にもに 10Aに弱いが巾の広いピークと 4.5Aに比較的強いピークがある。 これ
は2.58Aおよび1.50Aとともに原試料に少量ながら存在する雲母によるものであるつ試料2には赤
2.70A， 2. 52A， 1. 848Aなどの廻折線が認められる。試料 2の赤紫色がこの鉱物の合有
によることは疑ない。
塩酸処理





































BROWN (1953)の方法により KCl と K













=30，-，150 に現われる主要廻折線 (14A，10 
A， 7 A)の変化を調べた。その結果は次の
ようである(第8図)。






ii) 4000 Cでは 14Aはさらに弱くなり，
10Aが目立って著しくなるo 7 Aは存続する
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第 7図 KCl， KOH混合液で処理した試料 1のX線廻
折曲線
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に移る。 5000Cまで存続した7A線は全く消え，わず、かに8


















29 C. f(C( 
第 8図 試料lのX線廻折曲線の加熱変佑
vii) 13.6A反射は 8000C る。しかし
10Aは残り
viii) 10A反射は 9000Cで犬三位争消安.10000 Cでは全
く認めら:r-しない。
以上の結果をこれまで報告されている Mgパーミキュ
ライト (WALKER 1951)， Al ノミーミキュライト (BROWN 















さきの NH4 および K 処理の結果からも推測される
ように緑泥石の涜在を考えれば矛Jmはない。 何故なら













室温 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000 10000 
14 ..冒・ー・ .... -・・. 14 
乱19 ノてーミキュライト




13… -ω12 .・・・ ..11... -・・・・ -・.・..l' ・10
Al パ{ミキコライト 14 11… …11 10… -・10
7 -・・・・ -・・・...... ‘・・・ -・・×
緑 泥 石 14.3 
.. .. 14.2 14.2 -14 
7 .・ .与.. .... -・×
司....15'"'-' 10 ..... 9.4 
モンモリロナイト
復水
カオリ ナイ ト -・・. .. !..x 
* 表の構成は須藤 (1958)に従う.
1. 54A -1. 50 A の検討
1に含まれるパーミキュライトが3・8
ベてきたことからは困難である。 3・8
反射が， 1. 49-1. 51Aにあれば 2・8
2・ 8面体裂かを決めることは，これまで述
と2・8 体型鉱物との主な差別はその (060)
1. 53-1. 55Aに現われれば 3・8面体型といわれる
(W ALKER 1950， BROWN 1953)。
試料1の非処理X線廼折出線をみると， 2(} = 630 -590 の間に少くも 2本の明白な娼折ピーグが










第3表 熱処理その{也の試料における 1.54A擦の棺対強度(石英の 1.818A繰を 100とする)




室温 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000 10000 2 3 B 
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同じ B' は試料Bの HCl溶解残澄
5700C付近のもの (3)，6250 C付近のもの(1 )， 
両者の複合したもの (2，B)の3つに区別される。 X線廻折曲線から半定量的に推測される粘土鉱
物の混合比からみて， 5700 C のピ{グが白雲母またはイライト， 6250 C が緑泥石によることはほぼ
疑ない。ただし試料Bではカオリナイトのピ{グも一部参加しているかもしれない。







系 Alパ{ミキュライト (HATHAWAY1955)，黒雲南:系 Al，Mgノミ{ミキュライトまたは風化黒雲
母 (HARADA1936，菅野ほか 1960，三本杉 1955，WALKER 1949， 1950)， 金雲母系 Mgノミー ミキ
ュライト (W ALKER 1951，大森 1958) の既存資料もあわせて投影したが， これから明らかなよう
に，志高基底砂岩のパーミキュライト(とくに試料1b)は黒雲母系パーミキュライトに最も近い比
をとり， 黒雲母に由来する風化生成物であることを示しているO なお Feの比較的高い他の 3つの






の示性イ七学分析と Al: Mg: Fe+3比
1 l' 1 b 1 a 
5AFMC1ea0g2O 02* 8 8 
0.91 n.d. 3.99 n.d. 
5.38 4.08 6.33 1.68 
6.62 6.06 5.03 3.12 
2.78 2.45 2.25 0.70 
0.90 0.47 0.51 0.12 
NKa20 zO tr n.d. n.d. 
n.d 
tr n.d. n.d. n.d. 
不溶残査 76.74 82.33 71.21 93.24 
Al 41 37 51 37 
Fe+3 32 35 26 43.5 






















































































BRINDLEY， G. W. & ROBINSON， K. (1951): The chlorite minerals. BRINDLEY'S Xィay1dentification 
and Crystal Structures of Clay Minerals， 171-198. 
BROWN， G. (1953): The dioctahedral analogue of vermiculite. Clay Mineral Bulletin 2，64-70. 
HATHAWAY， J.C. (1955): Studies of some vermiculite type minerals. Clay and Clay Minerals 3， 
74-86. 
HARADA， Z. (1936): Chemische Analysenresu1tate von japanischen Minera1ien. ]. Fac. Sci. 
Hokkαido 1m1う.Univ. Ser. IV， 3， 321. 
猪郷 久義 (1961):ーの谷層(石炭系)に認められた非整合と禁土質頁岩について.地質雑 67，261-273. 
加納 持 (1961):舞鶴地帯の 2，3の牒岩にみられる“ボーフィロイド"様片麻岩硯!とその起源、.地質雑
67， 49-57. 
神戸信和 (1950):京都府加佐郡志高地方の地質.地質雑 56，119-124. 
加納 博・中沢圭ニ・猪木幸男・志!吹常正(1959):夜久野透入岩類に伴う高度変成岩類について.地質雑
65， 267-271. 
加納 博・中沢圭ニ・志岐常正(1961):牒岩からみた舞鶴地帯のニ畳紀後背地の展望.地質雑 67，463-475. 
管野一郎・木荘古男・有村玄洋(1960):花コウ器に由来する赤黄色土中の黒雲母の風化.粘土科学の進歩
2， 217-228. 
LAHEE， F. H. (1916): Field Geology (1st Ed). MCGRAW-HILL. 
MACEwAN， D. M. C. (1951): The montmoril1onite minerals (montmorillonoids). BRINDLEY'S 
86-137. 
中沢去二 (1961):夜久野地域のいわゆる夜久野貫入岩類.横山教授記念論文集， 149-161. 
大森啓一 (1958):福島県石川郡玉川村小高及び須賀川市雲水峯産 Mg ヒル石の産状と化学組成.鉱物雑





WALKER， G. F. (1949): The decomposition of biotite in the soi1. Min. Mag. 28， 693-703. 
(1950): Trioctahedral minerals in the soi1 c1ays of north-east Scot1and. Min. Mag. 29，72-84. 
(1951): Vermicu1ites and some related mixed-layer minerals. BRINDLEY'S 199-223. 
士山質学雑誌 第 68 巻 ~q 似!版 Vol. 68， Pl. 1 (H. KANO， K. N AKAZA W A and T. SIIlKI) 
1 地岩の Aつ， } rl.~え緑泥行・余:1民石岩(本文 11ごI




2 主義引当の ・つ， n:昨花{(iJ岩 (fi，S 2 I三!のA). P 
{jn:長石， Q új~ ， K 正長石. (直交ニコル)
x30 
4 同左.黒色部IやのパーミキニL ライト (V)の比
較的大きな結晶片. x120 
